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要旨
　本論文は平成27（2015）年度より平成29（2017）年度まで和洋女子大学教育振興支援基金の助成を
受けた人文学群心理学類の自己表現演習の授業展開を報告する。自己表現演習は、教員のサポートを受け
つつ学生自身が主体的に何らかの表現活動（発表）を行う演習科目であり、２年生の後期に選択科目とし
て開講された。自己表現演習の開講は、上級学年における主体的な授業態度の向上、実習や卒業研究に向
けて教員との関係性を教育的に妥当なものとすることを狙いとした。また就職活動や職業生活に有用な自
己表現力や協同作業を実践的に学んだり、長期的に人生を豊かにしたりという目的をもって開講された。
教員の側も自己表現演習の担当を通じて、学生理解の深化やコミュニケーション能力の向上をめざした。
　自己表現演習において３年間で119名の学生が32の発表を行った。教育効果測定のため学期の初めと
終わりにアンケート調査に回答してもらった結果、主体的な授業態度が高まり、学習への積極的な関与が
向上した。また自由記述からは自己表現に対する理解や意欲の向上、また個性の認め合い、協調性の向上、
教員への感謝が多数見受けられた。さらに履修２年後の卒業直前において行った調査においても同じ傾向
があり、本取り組みへの評価がきわめて高かったことが推察された。
キーワード： 主体的な授業態度、アクティブ・ラーニング、自己愛的脆弱性、大学生
　　　　　　active class attitude, active learning, narcissistic vulnerability, university student
１．自己表現演習について
1- 1．背景
　教育は一般的に１名の教員が多数の受け身でいる学生に向けて教えるという形で行われがちである。そ
の一方、大学生ともなれば各々自ら主体的に学修に取り組む態度が求められる。まして大学を卒業してか
らは、変化の激しい社会においては状況の変化に応じて自ら主体的に学び続けることが望ましいと言える。
しかし現実には受け身な学習態度によって教えてもらうことを当然のこととして待っていたり、主体的で
あろうとしても相対的には未熟な内容を教員相手に表現するということから来る不安や恥の意識を乗り越
えられないということが起こり得る。また学生が主体的であるということと教員のサポートを受けるとい
和洋女子大学 人文学部 心理学科
和洋女子大学紀要　第60集172
うことは両立するにもかかわらず、両者は相いれないという誤解も生じがちであろう。
　教員の側も主体的な学びが大切であるということについて理解していても、実現するための経験を蓄積
できていないこともあろう。学生の主体性を尊重しようとしても、学生が受け身であったり、理解の程度
や進捗状況報告があいまいなために学生の実態を見誤り、結果的にサポートが足りなかったり、逆に教え
すぎたりするかもしれない。その結果、卒業論文などの学生の成果物の質と関わりなく、学生が自ら主体
的に学び続けるという態度がかえって身につかないことが危惧される。すなわち、教員が必要なサポート
を行い、学生が主体的であり続けるという教育的に妥当な関係を、現況のような一般的な授業だけで身に
つけることには学生、教員の双方にとって困難な側面がある。
1-2．概要と狙い
　そこで学生の主体的な学修態度を育み、教員が必要なサポートを試行錯誤する科目として、自己表現演
習を開講することとした。表現内容は自由としたが、学生の発想のきっかけにする目的で次の（あ）〜（え）
を学生に提示した。（あ）プレゼンテーション系（自由研究発表、新成人の主張など）、（い）活動報告系（イ
ベント参加、ボランティア体験など）、（う）パフォーマンス系（演劇、ダンスなど）、（え）制作系（映像、
漫画、イラストなど）。
　学生によっては、科目の名称によって実際に体験する前に拒否反応を示すといった学生もいると考えら
れたため、必修科目を避け、選択科目とした。また個人で取り組んでも、グループで取り組んでもよいこ
ととした。したがって仲間づくりの苦手な学生は個人発表を選択でき、個人としては表現が苦手な学生は、
グループの中で役割分担をすることで自己表現に取り組むことが可能になると考えられた。いずれにせよ、
学生たちの不安や挫折にも温かく対応していくことによって、広範囲の学生の個人差に対応することを心
がけた。
　本科目においては、学生自身が表現内容を選択するため、他の授業で教員が有しているような知識量に
おいての優位性がない。したがって教員は、初学者や素人の立場にあって学生から教えてもらう状況が生
じる。言い換えれば、専門家としてのプレッシャーから解放されつつ学生の話を聞き、サポートを試行錯
誤することができる。一方、学生にとっては自分たちの得意分野における表現であるため、不安や恥にと
らわれすぎることなく、教員に計画や進捗状況を開示しやすくなることを狙いとした。
　自己表現演習の開講時期は２年生の後期とした。その理由の第一は演習や実習が３年生以降に本格的に
展開し、教員と学生の間の教育的に妥当な関係が重要となってくるためである。第二に２年生後期はサー
クルやアルバイトなど学外活動が充実し、学業がおろそかになりやすい時期、あるいは退学の決断がなさ
れやすい時期でもある。この科目が学生に主導権を委ねるような要素があることから、就学意欲の低い学
生を大学にひきつけるという効果も期待した。
２．自己表現演習の実際
2-1．授業展開の実際
〈担当者〉
　担当者は2015（H27）年度と2016（H28）年度は４名の教員であった。2017（H29）年度はさらに
教員１名と助手１名が加わった。2015（H27）年度は学生の取り組みごとに担当制をはじめにとってい
たが、授業展開に伴い担当に関わらず教員が学生に関わるようになった。2016（H28）年度以降は、は
じめから担当制をとらなかった。
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〈授業〉
　授業は一つのテーブルを学生数名で囲むことのできるアクティブ・ラーニング教室を集合解散場所とし、
他にもいくつかの教室を用いることができるように準備した。またアクティブ・ラーニング教室にタブレッ
ト型端末（iPad Air2）を６台用意し、学生の利用に供した。学生たちには、成果発表だけでなく、そこ
に至る過程を大切にし、記録したり表現することを奨励した。教員はそれぞれ手分けして、学生たちに声
かけを行い、学生の主体性を尊重しながら応援し、具体的なサポートを試行錯誤した。例えば、遅刻や欠
席者についての確認、計画や進捗状況の確認、不安や気がかりな点を確認するなどであった。依頼があれ
ば学生の制作する映像に出演したり、時には学生と同じ作業に参加することを愉しんだ。
〈学期を通してのスケジュール〉
　学期の中盤、第７回〜８回において、中間発表会を行い、最後の２〜３回分を最終発表会とした。発表
会には自ら発表するだけでなく、他の発表を鑑賞することも大切にするよう依頼した。
〈購入物品、支出〉
　本授業は和洋女子大学教育振興支援基金の助成を受けた。購入したのはiPad ６台、アンチ・ウィルス
ソフト、モバイル・プリンタ、ムービー用のカメラ３台、記録用SDカード、保存用ハードディスク、イ
ンクカートリッジ、三脚、自撮り棒、編集ソフトおよびその解説書などを購入した。また色紙や両面テー
プ、模造紙、粘土、針金などの消耗品を学生の依頼に応じて購入した。さらに店舗やロケ地、取材先まで
の交通費を支出した。教育効果測定アンケートの入力委託料へも支出した。
2-2．配布物一覧
　本科目で作成、配布した資料や書式は下記の通りで
あった。
①自己表現演習科目紹介（図１）
　本科目の履修に対して意欲や親しみを喚起するため、
前年度の３月末に実施される在学生オリエンテーショ
ンにおいて、「自己表現演習への誘い」と称するプリン
トを配布した。
②試行錯誤シート（図２）
　学期の初期のテーマ決めの段階では、試行錯誤など目
に見えない思考過程の大切さを感じてもらうため、フ
ローチャートを用意した。
③活動報告書
　毎回、グループごとに活動報告書を配布し、授業終わ
りに提出してもらうことによって、進行状況や必要な備
品、物品等の把握に努めた。
④授業外活動報告書
　学生たちが授業時間外に作品作りや練習等を行うこ
とがあることが想定されたため、書式により報告しても
らって評価に加えた。
図１　自己表現演習への誘い 
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図２　試行錯誤シート
⑤コメント票
　中間発表会や最終発表会においてはコメント用紙を配布し、発表者に渡すかどうかの可否を尋ねた上で、
お互いの学び合い、励まし合いを促すこととした。
⑥貢献度　自己評価・他者評価票
　最終発表会の後、学生１名ごとに配布して記入してもらった。学生への記入の依頼内容は次の(a) 〜 (c)
とした。
　この科目の成績評価は(a)あなたの貢献度について全体を100%として何%になるか、印象で書いてくだ
さい。仮に100と記入したら、グループの他のメンバーの貢献はなく、１人でやったという意味になりま
す。お互いを見比べて合計して100になるように計算する必要はありません。単独で取り組んだ人は100
となります。(b)あなたの貢献内容を具体的に報告してください。(c)あなた以外のメンバーの貢献につい
て概要や印象等を報告してください。
⑦成果／記録の公開範囲　許諾書
　学生の成果物には著作権が生じるため、発表会が終わった後、教育目的と広報目的に分けて学生１名ご
とに公開の許諾を記入してもらうことにした。
⑧活動場所シート
　毎週１枚用意し、集合解散場所としたアクティブ・ラーニング教室の教材提示装置に置いてスクリーン
に投影し、活動場所が衝突しないように調整し合いながら各グループが書き込むこととした。活動場所シー
トへの書き込みによって教員が巡回する際の学生の居場所の確認にも役立った。
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３．学生の取り組み成果
3-1．学生の成果
　初年度の2015（H27）年度は、47名の履修者によって16個の取り組みがあり、2016（H28）年度は、
32名の履修者によって７個の取り組みがあり、2017（H29）年度は40名の履修者によって９個の取り組
みがあった（表１）。
表１　学生の取り組み一覧
〈2015（H27）年度〉
ミュージック・ビデオ制作及びメイキング映像の制作（６名）、絵本の読み聞かせ（４名）、紙芝居制作・実演（２名）、
ダンス映像制作（２名）、ダンス実演（８名）、ジグソーパズル挑戦とその過程の映像制作（５名）、ピタゴラ装置制作・
制作過程の映像制作（３名）、自撮り写真をもとにしたフォトムービー制作（４名）、モザイクアート制作・制作過
程の映像制作（５名）、ミュージック・ビデオ制作（３名）、食べ比べプロジェクト（途中変更）→アドリブ描画（１名）、
歌ライブ（１名）、歌ライブ（１名）、絵画制作過程映像・語り（１名）、フルート演奏（途中変更）→イラスト制作
映像（１名）、キーボード演奏（１名）（注：１名は２つの取り組みに参加した）
〈2016（H28）年度〉
ミュージック・ビデオ制作（３名）、ミュージック・ビデオ制作（６名）、アカペラ・ライブ（４名）、ゲーム体験・
映像制作（７名）、写真撮影のコツについての映像制作（３名）、ジグソーパズル挑戦（６名）、ピタゴラ装置制作と
その過程の映像制作（３名）
〈2017（H29）年度〉
ミュージック・ビデオ制作（５名）、大食いチャレンジ・映像制作（７名）、社会見学体験・映像制作（９名）、チャ
レンジ体験・映像制作（５名）、ゲーム体験・映像制作（５名）、ペーパークラフト制作とその過程の映像制作（４名）、
社会見学体験・スライド制作（２名）、絵本読み聞かせ（１名）、ヘアメイク・アレンジ体験・映像制作（２名）
3-2．成績評価方法
　個々の学生に対する評価は教員たちによる授業中の取り組みや成果発表への印象に加え、「貢献度　自
己評価・他者評価票」を参考にして、教員の協議によって決定した。
４．教育効果測定
　自己表現演習の教育効果については、学期の初め（第1回）と終わり（第15回）に選択式の尺度と自由
記述によるアンケート調査を実施することとした。この調査は学期の前後で匿名のままで個人ごとに対応
をつけるため、学期初めの調査に無記名で回答後、調査用紙を封筒に密封し、封筒に記名してもらって回
収した。学期の終わりに封筒ごと学生に返却し、学生には封筒から無記名の調査用紙を取り出し、封筒を
破棄してもらい、同時に学期終わりに無記名で回答した調査用紙とペアにして提出してもらった。
4-1．教育効果測定：選択式アンケート
　自己表現演習の履修によって効果が見られる可能性のあるものとして学習態度が主体的なものであるか
どうかがあると考えられたため、「主体的な授業態度尺度（畑野，2011；９項目５件法）」を用いた。ま
た学習への関与の積極性を測定するため、「学習に対する積極的関与尺度（浅野，2002；３項目４件法）」
を用いた。さらに「将来への展望」として就職活動や職業生活への積極性、家庭生活に対する展望を質問
した（４項目４件法）。次に自己表現に伴う不安や恥に絡む心理として、上地・宮下（2005）の提唱する
自己愛的脆弱性が該当すると考えられたため、「自己愛的脆弱性尺度 （上地・宮下，2009；20項目５件法）」
を用いることとした。この尺度はさらに“自己顕示抑制”、“自己緩和不全”、“潜在的特権意識”、“承認・
賞賛過敏性”の４種類の下位尺度（各々５項目５件法）からなっていた。
　自己表現演習の教育効果として主体的な授業態度や学習に対する積極性が高まり、将来への展望が好転
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し、自己愛的脆弱性が緩和される傾向があると予測した。一方、１つの授業科目だけで個々人の態度やパー
ソナリティが大きく変化するとは考えにくく、変化があったとしても相対的に小さなものにとどまるので
はないかという見方もあった。調査の信頼性を高めるため、教育効果の対照群として３年生後期の学生に
同じ質問紙を実施し、２年次に自己表現演習を履修しなかった学生を対照群とした。
4-2．選択式アンケートの結果
　調査の結果、対照群と比較して自己表現演習履修者の方が主体的な授業態度が向上し、学習に対する積
極性も高められていた。ただし効果量は小さかった（表２）。将来への展望については自己表現演習を履
修したかどうかに違いはなかった。また自己愛的脆弱性については、教育効果は見出されなかったものの
履修の主効果が見られ、履修者の自己愛的脆弱性が低い傾向があった。
表２　教育効果測定：選択式アンケート：平均値と標準偏差
履修者群（n= 112） 対照群（n= 83）
学期始め 学期終わり 学期始め 学期終わり
主体的な授業態度 28.52 29.58 30.08 29.20 交互作用 F(1,193)= 9.55,  p< .01, η2= .05
（5.92） （5.88） （5.77） （6.15）
学習に対する積極的関与 6.40 6.85 6.59 6.47 交互作用 F(1,193)= 6.18,  p< .05, η2= .03
（1.99） （2.10） （2.12） （2.16）
将来への展望 11.36 11.33 10.83 10.81 n.s.
（2.32） （2.45） （2.41） （2.86）
自己愛的脆弱性（全体） 62.15 62.94 63.06 65.17 履修の主効果 F(1,193)= 5.53,  p< .05, η2= .03
（11.8） （14.52） （12.33） （12.9）
（自己顕示抑制） 17.00 17.21 16.92 17.47 n.s.
（4.10） （4.87） （4.29） （4.14）
（自己緩和不全） 15.74 16.09 15.42 15.77 n.s.
（4.59） （5.20） （4.82） （5.24）
（潜在的特権意識） 13.06 13.55 13.80 14.54 履修の主効果 F(1,193)=7.65,  p< .01, η2= .04
（3.13） （3.64） （3.57） （3.96）
（承認・賞賛過敏性） 16.35 16.09 16.93 17.39 n.s.
（4.24） （4.81） （4.4） （4.39）
4-3．教育効果測定　〜自由記述〜
　選択式の質問紙だけでなく、自己表現演習開講の教育効果を尋ねるため、自由記述での回答を依頼した。
(1)身についた技術や態度、(2)他の学生について、(3)教員の取り組み、(4)上級学年への抱負、(5)学
類への印象、(6)将来に役立つかどうか、(7)次年度以降に向けての意見・提言の７つを質問のテーマと
した。
　学生たちから得られた回答の類似性に着目して、大まかに記述カテゴリーに分類して集計した（表３）。
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表３　自己表現演習　教育効果測定　自由記述
記述カテゴリー 記述例 年度別の記述数
（1）「自己表現演習」において学んだ，身についたと思える技術や態度について自由に記述してください H27 H28 H29
表現力・発表態度
人前で自分を出す勇気／自分を出すときは他人の目を気にしすぎないで良いと思
うこと／自由に自分たちを表現することは大事なことという気持ちをもつこと／
皆に伝えるということ／どうすれば人を楽しませられるか／恥ずかしがることを
恐れず，人前に出て話すこと／自分自身をオープンに出して認められることは自
己評価が高まること／発表するときにどうすれば相手に伝わるのかよく考えなけ
ればならないことが学べた／自由に表現していいんだなと思えた／自分たちの個
性を最大限に生かして表現するということ
14 3 11
協調性・チームワーク
いろいろな人の考え方を受け入れられるようになった／ 1 人だと諦めそうなこ
とも友人がいるとやっていけた／コミュニケーション力とスルースキル／一歩下
がって周囲を見ること／みんなで協力して何かをつくる喜び，大変さ／皆と協力
して一つ一つ集中して取り組んだ／自分ができないことは相手ができて，お互い
に支え合えたということです／仲間との絆／グループのみんなと協力してアイ
ディアを出し合うこと／メンバーと協力することの大切さを学んだ
12 16 16
努力・粘り
企画からすべて自分たちで考え，一つのものを作り上げること／長く努力するこ
とで自信が持てることがわかりました／練習すればできるようになるということ
／最後まであきらめずに取り組むことの大切さ
5 5 6
その他
動画編集の技術が身についた／人に何かを教える力，わからない，忘れちゃった
と言う勇気／自分というものの見つめ方
8 9 12
（2）「自己表現演習」において，他の学生について気づいたこと，感じたことを自由に記述してください。 H27 H28 H29
個性・多様性の発見 いろいろな発表の仕方や表現の仕方があると感じました。新たな一面を見ること
ができました／ 2 年間過ごしたがそれぞれの個性を生かした内容が多く，より
深い理解につながると思います。話しかけようと思います／個人は個人の個性が
あってそれがあるべきことと強く感じた
18 7 19
頑張りや工夫，仲間へ
のほめ
みんな緊張してたのに頑張ってました／準備をしっかりしているから自信をもっ
て表現できるのだと感じた／動画の構成や撮り方が工夫していて自分も次回機会
があった時はもっと頑張ろうと思った／露骨に参加が不十分な人はおらず誰もが
それぞれのグループで協力的に活動していてよいなと思った
16 20 16
（3）自己表現演習における教員の取り組みについて自由に記述してください H27 H28 H29
ほめ・感謝 サポートが手厚く，とてもよかったです／困っていたり，悩んでいる時にすぐ相談
にのってもらえて，大変助かった。普段より多くコミュニケーションがとれたこと
で親密度が高まった／よくつまっているときに相談に乗ってくれたりして，とても
ありがたかったし，見守ってくれてる感じがしました／作業中みにきてくれたり，
すすみぐあいとか配慮してくれた／生徒の自己表現のためにあまりかかわらず，し
かし助けが欲しい時はヒントを提示してくれていたのでバランスが良かったと感じ
ます／先生の手助けがすばらしかった。発表に向けてとても助かった
25 30 31
中立的・批判的 思いつかないです／具体的に指示をしてほしかった 8 0 5
（4）「自己表現演習」を終えて，残りの学生生活について変化や抱負があれば自由に記述してください。 H27 H28 H29
前向き：全般 何事にも全力でやりたい／できないことがあったとしてもすぐに諦めたりしない
で色々工夫しながらやっていこうと思った／人と比べず自分は自分で生きていこ
うと思った／自分が出来そうなことには何事も挑戦しようと思った／達成感を
得られたのでこの感覚を忘れないでいきたい／楽しみながら生活していきたい。
せっかく大学まで行かせてもらったなら悔いなく／意欲的に参加できた授業なの
で，他の授業もそのように頑張っていきたい
12 12 19
前向き：
発表・自己表現
人前に出ることを恐れないようにしたい／自分を表現していこう／自分をもっと
表現できるようになりたいです。就活までにきちんと表現できるようにしたいで
す／自分から言いたいことをきちんと話せるようになりたい／こういうのだった
らもっとやりたい
7 1 7
前向き：友人関係 この講義で，他の人たちについて少し知れたので，今後の人間関係に生かしたい
です／協力して一緒にみんなとまた何か作りたくなった
3 7 3
中立的・批判的 特にないかな 0 1 4
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（5）「自己表現演習」を終えて，心理学類に対して感じたことや，気づいたことを自由に記述してください。 H27 H28 H29
楽しさ・和やかさ 同じグループでなくてもお互いに手伝い合ったりすることがあって過ごしやすい
と感じた／みんなのコメントや質問からあたたかい学類だなと思った／楽しい／
アットホームで心地の良い空間であると感じた／みんな明るくて素敵だなあって
／全体的に和やかでフレンドリー面があると感じた／空気感がよく，最初から最
後まで楽しく発表を見ることができた
2 5 12
個性・多様性の発見 みんな自分らしさとは何かを持っていると思った／学生生活ではみられない意外
な一面を見ることができた／皆さんの個性が見えました / 人の個性が伝わりやす
い学類だと思いました／おもしろい人が多いと感じていましたが，それ以上でし
た。センスが光りまくりです／みんな素敵な意見やアイデアをたくさん持ってい
る／自己表現は，人それぞれだなと思った／面白い人がいっぱいいる。かかわっ
てみたい人がいっぱいいる／みんなには自由に生きてほしい
13 4 11
高評価・好印象 誰も否定せずにいてくれる／人見知りなりにがんばる人がたくさんいた／この授
業はうけてよかったと思う。たのしかった／少し特殊な授業だけど今後もこの授
業を続けていくべきだなあと／生徒と先生の距離感がよい／いかに自分が行動す
るのかということについて考えさせられました
6 8 9
自己表現の大切さ 自分を表現することは日常生活を生きていく上で大切なコミュニケーションのひ
とつであると改めて実感した／自分を表現するというのはどんな形であれ良いも
のだと思った
2 2 0
中立的・批判的 学類に対して感じたことは特にない 0 1 3
（6）「自己表現演習」は，将来に役に立つ側面があると思いますか。自由に記述してください。 H27 H28 H29
就活・社会人生活 自分のやりたいことが表現できるので就活でも参考になりそう／人前で何かをなし
とげて発表することは将来役に立つと思った／面接などで自己アピールする意欲が
わいてくると思います／面接などにも役立つと思った／グループワークの応用とし
て，また作品をつくりあげていくという面で将来の役に立つと感じている／グルー
プで「何かをやる」ということは，将来働きにでた時にも役立つと思います／計画・
作成・試行錯誤・発表の流れは役に立つと思う／みんなが普段やれないような挑戦
をすることが出来たことは大きな糧になると思いました／思います。個人でのプレ
ゼンもそうですがチームでのプレゼンにはとても役立ちそうです
8 11 11
自己理解・自己表現 自分のことを発表することで自分のことを理解できたので長所短所がよくわかり
ました／人とのつながりとか自分らしさの可視化／自分のやりたいことや得意な
ことを表現できるのは一生役立つと思います／自分ですら気がつかない自分の面
にも気がつくことができたと思うので，将来的に自分の役に立つと思う／自分の
個性を出していくことへの自信がつけられたので役に立ちました／自分のことを
分かってもらえる方法があるということ／自分の個性を大事にできるので，いろ
んな場でアピールできると思います／自分を表現すること。絶対に役に立つ
11 4 7
その他 自分を表現してみたり，何かをやってみたりする「勇気」を与えてくれる／与え
られた課題だけをこなすんじゃなくて，自分たちで考えて一つのことを成し遂げ
ることでなんていうんだろう。こう、、仲間意識とか想像力とか創造力が身に付
くんだと思います／人には様々な面があるんだと実感できたので一つの面で苦手
だと避けないようにしようと思える
6 6 12
中立的・批判的 何かしらで役に立つと思うけど，それが何かはまだ見えてこない 0 0 2
（7）「自己表現演習」に対する意見や感想，今後に向けての提言等を自由に記述してください。 H27 H28 H29
授業のマネジメントに
ついて
毎日の前置き説明は簡潔にして欲しかった（活動時間をより多くしたいため）／
計画立てる時間はもっと短くてもよい／意外と時間がかかったのでリハーサルの
時間が必要だと思った
4 4 5
次年度以降の履修者に
対して
このまま下級生にもたくさん受けてもらいたいなと思った／自由にできることが
新鮮だったし，今後この授業を取る人にもぜひ全力でやってほしいです／自分の
好きなことをやるのが一番なので後悔のないよう精一杯やってほしいです
0 4 2
感謝・楽しかった等 履修していて良かったと感じた／試行錯誤の過程において苦しい場面もあったけ
れど，最終的には楽しかった／様々な発表を見ることができて，とても面白かっ
た。ためになったこともあったので役立てたい／ 1 週間で一番楽しい時間でした
／みんなで一つの作品を作るのがとても楽しかった。またこのような機会があっ
たらやりたいと思う／今後，今回のような授業はないから思い出になったなあと
思う／最高に楽しかったぜ／なかなかこんな自由で好きなことがやれる授業はな
いので，とても楽しかったです
8 9 18
その他 特にありません／自分よく頑張った 5 2 4
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4-4．2015（H27）履修者に対するフォローアップ調査
　自己表現演習の教育効果をより詳細に検討するため、2015(H27)年度の履修者であった２年生に対し
て１年ごとに２回のフォローアップ調査を行った。１年後の調査（３年生）は選択式の質問紙のみ回答を
依頼し、２年後の調査（４年生）は選択式の質問紙アンケートに加えて自由記述による質問にも回答を依
頼した。２年後の調査においては、自由記述で回答を求める質問文が履修の２年生時点から適さなくなっ
ている場合があり、文言を若干変更した。
　
4-4-1．フォローアップ調査：選択式アンケート
　選択式のアンケートの結果からは、統計学的に有意な変化は見られなかった（表４）。このことからも
履修直後に得られた効果は比較的小さなものだったと考えることができる。
表４　2015（H27）履修者に対するフォローアップ調査: 平均値と標準偏差
2 年後期 ２年後期 ３年後期 ３年後期 ４年後期
学期初め 学期終わり 学期初め 学期終わり 学期終わり
履修中 履修１年後 履修２年後
[n= 40] [n= 37] [n= 30]
主体的な授業態度 29.18 28.88 30.30 30.00 30.23
（5.85） （5.32） （6.55） （5.70） （5.14）
学習への積極的関与 6.75 7.10 7.08 6.89 7.30
（1.72） （1.95） （2.17） （2.34） （1.78）
将来への展望 11.35 11.45 11.84 11.70 11.43
（2.33） （2.36） （2.62） （2.95） （2.90）
自己愛的脆弱性 61.68 62.83 61.03 66.30 60.03
（11.33） （14.45） （13.90） （12.84） （10.14）
（自己顕示抑制） 16.43 16.35 16.08 17.43 16.10）
（3.58） （4.80） （4.52） （5.15） （5.20）
（自己緩和不全） 16.13 16.53 16.05 17.84 16.87
（4.70） （5.36） （5.08） （4.10） （4.55）
（潜在的特権意識） 13.03 13.78 13.03 13.57 11.73
（3.21） （3.43） （3.21） （3.50） （3.01）
（承認・賞賛過敏性） 16.10 16.18 15.86 17.46 15.33
（4.08） （4.91） （4.31） （4.00） （3.29）
4-4-2．フォローアップ調査　記述式アンケート
　履修２年後の記述についても、履修時点の記述と同様のカテゴリー分けによって分類した（表５）。結
果は、自己表現演習に対する高い評価を示す記述が大多数を占めた。履修直後の回答は個人的で一過性の
ものである可能性があるのに対して、２年後の回答は個々人の想起や仲間同士の会話により変容しつつ記
憶に定着しており、かえって特徴がより明確になっている可能性があろう。
表５　フォローアップ調査　履修２年後の自由記述（全件）
記述カテゴリー 記　　　述
（1）「自己表現演習」において学んだ，身についたと思える技術や態度について自由に記述してください
表現力・発表態度 人前に立つ力／プレゼンテーション力が身についた／人の前で話す能力／堂々とすること／人前で話す，
発表形式のものだったため／仲間と１つのものを作る楽しさ／人前で自分の特技を披露するときの緊張
感や心構え，緊張に強くなれたと思う
協調性・チームワーク 動画など，自分達で作る大変さと楽しさがわかった／チームで協力しながら１つのものを作り上げると
いう点が身についたと思う／みんなで協力する力，／周囲との協力・協調性／協調性／相手の気持ちに
なって，教えることや伝えることの大切さ／みんなで協力して作り上げることを第一に，声かけを頑張っ
た／仲間と協力する大切さや周りの事を考えるようになった／仲間と一緒に１つのものを作り上げる力
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努力・粘り 自分からやろうとしたり，一生懸命やろうと感じたり，前よりもなった／最後まであきらめないという
こと／映像作成しましたが周りの人にたくさん助けていただいたので感謝の気持ちが大きいです
その他 動画作成を行ったので動画の取り方や編集を学べた／人前で発表するのは苦手だと思った／効率よく物
事を進める力／段取り／自分の得意なことやできることを考える能力が身についたと思います／自分で
考える力／自らで計画を立て，進めていく力
（2）「自己表現演習」において，他の学生について気づいたこと，感じたことを自由に記述してください。
個性・多様性の発見 それぞれ様々な表現の仕方があると分かりました／個性がみられるものだと思った／普段とは違った一
面をみることができた。みんな良い発表だったなあと思う／それぞれ大きく個性を出していて，すごく
良かった／みんな色々特技を持っているんだなぁと思った／普段の学生生活だけでは見ることのできな
い人たちの個性を知ることがデキタように感じました。意外な特技などを見ることができたように思い
ます／見かけによらないこともあれば見かけどおりのこともあるんだなぁ／人それぞれ特技は違うけど，
個性が輝いていてすてきだなと思った／自分が知らない友達の新たな一面を見ることができた／興味の
あることについて知れた
頑張りや工夫，仲間へ
のほめ
プレゼンテーションが上手く，勉強になった／みんな楽しそうにやっていたなーと思いました／みんな
楽しそうにやっていた／好きなことをしている姿は輝いていた／堂々とすること／みんな，自分たちの
課題に一生懸命取り組んでいた／みんな頑張っていました／協力することの大事さ／それぞれのグルー
プで一生懸命やっていた
（3）自己表現演習における教員の取り組みについて自由に記述してください
ほめ・感謝 色々と親身になってくださった／相談など聞いてくれたり，協力的でした。／良い発表が出来るような
環境や設備の準備をすごくしてくれるのでありがたかったです／自由にできるだけ行わせていただけて，
頼りたい時は相談に乗ってくださいました／よく様子を見に来てくれて嬉しかったです／生徒がやりた
いことを実現できるよう努力してくれた／自由にさせてくれてありがたい／何をするか決まっていない
ときには相談に乗ってもらったり作業が進んでいるときは時々様子を見て進行状況を確認してもらった
りとちょうどよい距離感のように思いました／距離感が助かる／さまざまなアドバイスをしてくださっ
た／サポートやアドバイスが丁寧だった／あたたかく見守ってくださいました／すばらしい／とても協
力してくれた／映像にも参加して頂いて感謝しております／やりたい事が実現できるようにサポートし
てくれて助かりました／放任主義で良かった
中立的・批判的 そんなには干渉されていなかった
（4）３年次や４年次において，「自己表現演習」の履修が影響したことがあれば，自由に記述してください。
前向き：全般 自己表現演習でも扱った絵のことについて卒論テーマに選んだ／自己表現演習で本を使い，調べること
が多かったので，卒業論文で役に立った
前向き：
発表・自己表現
私は趣味と特技の間のようなものを表現演習で行ったので就職活動の面接で趣味や特技を聞かれた際回
答内容のネタになりました／人前に出るとき前より緊張しなくなった。前よりも自分に自信が持てるよ
うになった
前向き：友人関係 話題が増えた（知らなかった一面を見ることができたから）／後輩に先輩の発表を見たと伝えられてちょっ
と恥ずかしい気持ちになった（悪くないけど）／ますますお互いのことを知れたと思う／みんなでまたや
りたいねと話す機会がふえた／友情が深まった。もう大学生活の良い思い出の１つとなりました
中立的・批判的 特にないです／特にありません／特になし
（5）「自己表現演習」を終えて，心理学類に対して感じたことや，気づいたことを自由に記述してください。
個性・多様性の発見 色々な人がいる／さまざまな人がいる。そしてそれぞれ得意な事があっていいなと思いました
高評価・好印象 自分のやりたいことをやらせてもらえる／おもしろい授業をやるなと思った／こんなのもあるのか／心理
学類には人見知りの人が多いけど，内に秘めているものがある／下の代の人たちにも履修してほしい授業
でした／好きなことや，やりたいことを授業でできるのは，心のリフレッシュになりました／心理学類の
人たちはみんな協力的／心理という枠にとらわれすぎないこと／良い意味での大学らしい自由な学類
自己表現の大切さ 心理学類の授業は他人の心理について学ぶものが多いですが自己表現演習のように自分について考える
授業を通して見えてくることもあるように感じました
中立的・批判的 特になし／特にありません／特にない
（6）「自己表現演習」は，これから仕事をしていく上で役にたつ側面があると思いますか。自由に記述してください。
自己理解・自己表現 自分を表現することを小さくてもやれることがあるので，今はだめでも続けていく気でいたら，完成し
たりするので，経験が役に立つと思う／自己主張するのに役立ちそう／自分の興味や得意なことがわか
る／人前（知り合い）で何かをする機会に役立ったと思う／自分をかくさずに表現する，恥をすてると
いうこと／どんな進路であっても自分を表現して他人に何かを伝えなければならない機会はあるかと思
います。そのような時にどのような手段で表現をするかと考える手がかりや参考になったのではと考え
ます／人前で発表した経験からプレゼンテーションをする面で役立ちそうだと思う／自分をどのように
表現するかという事を考える力が身についた／内容が自由だっただけに何をどうするかゼロから決めて，
目標へ向けて進めていくというのも自分達で行えたことは，とても良かった
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その他 最後まで諦めない気持ち／周囲と協力して何かをするスキルが上がった／協力して作品をつくること／
多分／グループで力を合わせてやった人は人と協力して作り上げる経験になるし，そうでない人も１人
で発表を準備したりして良い経験になってたのでは／チームワーク／自分で考える／コミュニケーショ
ン力／人が喜んでくれるのならやりたいなと思います／計画力，協調性
中立的・批判的 わかりません／特になし
（7）「自己表現演習」は，将来の家庭や地域において役に立つ側面があると思いますか。自由に記述してください。
次年度以降の履修者に
対して
少し役に立つことはあると思います／様々な人と関わる際に役立つと思う／自分の得意なことやできる
ことを理解できていれば，どんな形であれ何かしら活かす機会はあるのではないかと思います／あると
思う／何かを計画して進める力が身につくという面で役立つと思う／こういうのやったんだよと話のネ
タになる／計画力，協調性
その他 特になし／わかりません。すみません／わからず／わからない
５．まとめ
　本論文は平成27（2015）年度より平成29（2017）年度まで和洋女子大学教育振興支援基金の助成を
受けた人文学群心理学類の自己表現演習の授業展開を報告した。学生たちはこの授業において個人または
グループで何らかの自己表現を行った。教員は専門知識の教授とは異なる立場で、学生と関わり、応援し
たり、共に活動したり、具体的なサポートを行った。教育効果を測定するアンケート調査においては、効
果量は小さいものの主体的な学習態度や学習に対する積極的関与が向上した。自由記述からは協調性や学
生同士の個性の発見、努力やがんばり、教員への感謝が多数得られ、自己表現演習によって高い履修満足
と成長の実感を学生が得たことがうかがわれた。
　対照群との比較から、自己愛的脆弱性、特に潜在的特権意識の高い者が履修そのものを避けた可能性も
あった。その一方、履修しなかった学生への個人的な聞き取りからは、授業という場面における自己表現
は仮想的なものにすぎないという指摘もあり、すでに自己表現に積極的に取り組んでいる者が履修の必要
性を感じなかった可能性もあった。
　教員の関わりは学生たちからきわめて高い評価を得た。ただし、予算の支出や表現内容において、どこ
まで自由に受容的であり続けるのか判断の難しい場面もあったように思われる。また学生の発想や表現に
対して理解が難しかったり、戸惑いを感じたりする場面もあり得た。これらの点が教員間あるいは大学や
学科において十分に話し合われ、得られる教育効果とのバランスにおいて共通理解が得られれば、自己表
現演習のような授業は自己理解や表現力だけでなく協調性や努力など様々な成長の実感、学科への好感度
や教員との関係性の向上につながる意欲的な体験をもたらすことが期待できる。
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